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　燐脂質中のコリンの測定には，先ず酸或はアル
カリによる燐脂質の水解，次に水解液中のコリン
測定の2段階に分けられる。
　ゴリン定量法としてはEnantio－Jodide法及び
Re㎞eckate法1）が従来一般に使用されている。又
水解法としては従来HC1一メタノール法2），　NaOH一
アルコール法3）及びBa（OHN，一アルコール法4）・5）が
一般に使用されている。著者は燐脂質中’のコリン
の測定に際してのこれらの3法をReineckate法
を用いて比較検討を試みた。
　　　　　　　実験方法並びに成績
　コリン定量：のReineckate法としてはBeat七ieの比色法，
Thaunhauser等の光電比色法及びRamsay＆Stewart6）
のN測定．法があるが，著9・は比色法並びに窒素測定法を採
用した。
　永解剤としては6N－HCIメタノール，1N－NaOHアルコ
ール及び飽和Ba（OH），アルコールの3者を使用した。
　先ずコリン1．23mgをそれぞれ上記3水解剤とともに沸
騰水浴上にて還流し，3水解法におけるコリンの安定性を
比較した結果は第1表の如くである。Ba（OH）2法及びHCI一
メタノール法では4或は6時聞加熱により変化がないが，
NaOH一アル＝　一一ル法では1時間では著明な変化はないが，
2ないし4時間では最高50％に及ぶコリンの消失が認め
られた。
　燐脂質として次の3製品を使用した。
　1）．家兎肝臓より拙出精製せる燐脂質，その約85％が
グリセリン燐脂質である。
　2）大豆燐脂質（武田製のいわゆるLecithin）。
　3〕牛脳髄プロダゴンよりピリヂン，漏壷処理により可
及的1’とnc脂質及び硫脂質を除去せるSph｛ngomyehn製品。
　これらの3製品を用いて3水解法を比較した結果は第2
表の如くである。
　製品1）及び2）では3方法何れも満足すべき結果を与え
るが，製品3）はNaOHアルu　一一ル法のみが満足すべき’結
　　第1表種々なる水解法におけるコリンの安定性
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第2表　各種燐脂質製品の各種水解法による］リン測定の比較
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第3表各種隣脂質製品隣合に際しての各種水解法におけるコリン測定の比較
燐脂質製品
（1）＋（皿）
口）＋（：皿）
肛）＋（皿）
コリン含量　（計算値）
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果を与え，HCI一メターノール法．はその30％にすぎず，
Ba（OH）2法ではコリンの測定が不可能であった。
　［註1NaOH法の結果はこ．のsphingomyelin中にコリン
が14％有含されていることを示す。燐脂質が4％のPを
含有するとせば，分子量は775となり，コリン塩酸塩，分
子量139．6の理論値は18．01％となる。
　弐に3製品を混合して3水解法を比較した結果は第3表
．の如くである。製晶1）或は2）に比して製品3）をやや過利
に加えた場合には，HCI一メタノール法ほNaOH法に匹敵
する数値を示したが，Ba（0恥法ほなお不充分であった。
製品2＞1こ比して製品3）を極少：量加えた場合にはBa（OH）2
法もまた満足すべ．き結果を与えた。
結 論
　　1）肝燐脂質及び大豆燐脂質中のコリンの測定
にはHC1一メタノール法，　NaOHアルコール法，及
びBa（OH）2アルコール法，何れ．も満足すべき’結果
を与える。
　　2）Sphingomyelin中のコリン測定にはNaOH
法のみが使用し得る。　　　　　　”
　　3）Sphingomyelinに適当量の肝燐脂質或は大
豆燐脂質を加えればHC1一メタノール法並びに
Ba（OH）2法ともにNaOH法に匹敵する優秀な結果
が得．られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目召禾030．2．17受f寸）
Summary
　　　Three　hydrolysis－methods　of　Phospholipids，　namely　HCI－methanol，　NaOH－alcohol　and
Ba（OH）2－alcohol　method　were　compared　as　choline　determination　methods．
　　　While・a　reasonable　amount　of　choline　wqs　found　using　the　above　3　methods　in　liver
and　soybean　phospholipids，　which　are　composed　mainly　of　glycerophospholipids，　it　was
found　that　NaOH－alcohol　method　alone　can　be　successfully　utilized　to　determine　the
amount　of　choline　in　Sphingomye］in．
　　　It　was　noted　however　that　an　addition　of　appropriate　amounts　of　glycrophospholipids
to　the　sphingomyelin　preparatiQns，　rendered　the　determination　of　chQline　in　sphingomyelin
by　HCI－method　and　Ba（OH）fl　alcohol　method　equal　to　NaOH－method．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　17，　1955）
